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埼玉県西部地域における買物行動の分析
―地域差と今後の居住継続意向について―
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は じ め に

高齢社会を迎え，買物弱者である高齢者の買物行動を把握することは重要で
ある。買物行動は高齢者の楽しみになり得ることを考えると，大規模小売店で
あれ，商店街であれ，買物面にとどまらず高齢者の生活をサポートできれば，
高齢社会における重要な役割を担うことができる。筆者はこれまで駿河台大学
と飯能信用金庫との協同事業として行なわれてきた，埼玉県西部地域各市（日
高市，飯能市，狭山市，所沢市，入間市）の消費動向調査に関わってきた。調
査ごとに報告書を公表し，世帯の商品別買物場所，買物回数，交通手段や要望
を元に，居住地区別年齢別の消費者の買物行動をまとめてきた。また，すでに
「高齢者の買物行動 埼玉県西部市域を事例として 」（２０１１）として飯能市
内に関する考察を行ってきた。

本稿では，南林（２０１１）の対象とした調査以後の埼玉県西部地域４市の調査
をもとに，地域差に焦点を当て，高齢者の買物行動を明らかにした。埼玉県西
部地域各市は市内地区別に買物環境が異なり，条件が大きく異なる。地区内に
日常の食料品スーパーがある場合は週に多数回買物を行い，徒歩での買物も可
能であるが，そうでない場合は，買物回数は少なくなり，距離のある所へ，車
での買物が必要になる。

また，高齢者の身体機能の側面からみた高齢者の買物行動の特性として，次
の問題点が考えられるだろう。

・高齢になるにつれ，買物に行く頻度は減るのか
・身体面で，特に脚力の機能低下，視力，聴力の能力低下に対する配慮がな

されれば，時間的に自由が多い高齢者にとっては，買物という行動はひと
つの余暇活動として十分意味のあるものになるのではないか。
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本稿では，各市の地区別の差を考慮して，高齢者の買物頻度，買物手段，買
物に対する満足度，居住継続意向などについて分析を試みた。

１．先 行 研 究

⑴ 機能面からのアプローチ
高齢者の買物行動について，「高齢者の外出の現状・意向と外出支援策」（水

野，２００４）として，外出頻度などの調査結果を示しており，かつ「買い物をす
る場所」に対する考察も行われている。

・外出頻度は，全体では週５日以上とそれ未満がそれぞれ約半数を占める。
外出頻度が低いのは，年齢の高い人，自動車免許のない人，一緒に出かけ
る人や出かけたい場所がそれぞれ少ないと感じている人などである。

・場所ごとの外出頻度をみると，月１日以上出かけた割合は「買い物をする
場所」「会合・サークル活動・学習のための施設」「病院，診療所」「飲食
店」において特に高い。

・行くのが楽しいと答えた人が特に多い場所は，「行楽地，観光地」「文化・
娯楽施設」「買い物をする場所」である。これらの場所への外出頻度を外
出時の問題点別にみると，外出時の疲れやすさ，一緒に出かける人の少な
さ，自動車免許の有無は，「行楽地，観光地」「文化・娯楽施設」への外出
頻度とは関連しているが，「買い物をする場所」への外出頻度とは関連し
ていない。

・行く頻度を増やしたいと思う人が多い場所は，「行楽地，観光地」「文化・
娯楽施設」「会合・サークル活動・学習のための施設」であり，いずれも
過半数を占めている。年齢層別にみると，年代が高くなるにつれ「買い物
をする場所」の順位が上がる。

・調査結果から，高齢者の外出支援のためには，自家用車の代替手段の整備，
高齢者が行きたくなる場の提供，人的ネットワークの構築などが特に重要
と考えられる。

⑵ 心理的アプローチ
鈴木他（２０１４）は高齢者の買物における多様な価値の必要性と，買物弱者支

援方策の利用意向について分析を行っている。多様な価値として設定した項目
は，１）買物をすることで気分転換をすること，２）友人や知人と一緒に買物に行
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表２―１ 調査地域，調査実施期間，調査対象者数，有効回収数

調査地域 調査実施期間 調査対象者数 有効回収数（回収率）

飯能市 平成２４年７月２０日～８月３１日 ２，０００世帯 ８５６（４２．８％）

狭山市 平成２５年９月５日～９月２７日 ３，０００世帯 １，１０４（３６．８％）

所沢市 平成２７年６月５日～７月３１日 ５，０００世帯 １，８４３（３６．９％）

入間市 平成２８年６月８日～６月３０日 ３，０００世帯 １，２５１（４１．７％）

き，楽しく過ごすこと，３）買物先の店員との会話や情報交換を楽しむこと，４）
買物をする際に地域の様子や変化を知ること，５）実際に手に取って，好みの商
品を買うこと，６）目的の商品以外にも，いろいろな商品を見て買うこと，７）買
物と一緒に食事や趣味の時間を過ごすこと，を挙げている。このうち，１）と５）
において高い必要性が示されたとしている。また，買物における多様な価値の
達成に影響する要因としての店舗の種類の分析では，特に「スーパーマーケッ
ト」の利用において，他の店舗より多様な価値が達成されているとの結果と
なったと報告されている。

買物における満足度に注目した研究（鈴木他，２０１０）では，居住地域への愛
着の水準や買物行動における交通機関の差異，買物行動への同伴の有無が買物
行動中の「楽しさ」の水準に影響を及ぼす可能性を示唆している。

また，房野（２００２）は買物行動は高齢者の「楽しみ」になり得，大規模店舗
は高齢者の買物に対する満足感を充足するポイントを押さえているが，人的な
サービス面が弱いという結果を示している。

２．分 析

２―１ 調査方法の概要
１）調査の目的

市民がどこで，どのような買物をしているかという買物行動の実態や満足度
を把握し，各市の商業による地域振興策を推進する上での基礎資料として活用
することを目的とする。
２）調査地域，調査実施期間，調査対象者数，有効回収数

調査地域，調査実施期間，調査対象者数，有効回収数を表２―１に示す。
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３）調査方法
郵送配布，郵送回収による自記式アンケート調査である。

４）調査対象の抽出方法
調査年１月１日現在の各市の住民基本台帳から抽出している。

５）各市の地区別回収数とその構成比，年齢別回収数および大型商業施設数
各市の地区別回収数とその構成比，年齢別回収数および大型商業施設数につ

いては，表２―２～表２―５のとおりである。年齢別は６５歳未満と６５歳以上に分類し
た。調査時点での地区別の大型商業施設数を表の右部分に示した。

表２―２ 飯能市の地区別回収数とその構成比，年齢別回収数および大型商業施設数

地 区 回収数 構成比
（％）

回収数うち
６５歳以上

回収数うち
６５歳未満

無
回
答

商店街・大
型店・食品
スーパー

ホームセン
ター・家電
量販店

飯 能 ２３２ ２７．１ ８６ １４２ ４ ８ １
精 明 １３０ １５．２ ４９ ８１ ２ １
加 治 １８３ ２１．４ ７１ １１１ １ １ １
美 杉 台 ５５ ６．４ １２ ４３ １ ０
吾 野 ４２ ４．９ �

��
��

３６ ５２
０ ０

東 吾 野 ４６ ５．４ ０ ０
原 市 場 ７２ ８．４ ２３ ４９ １ ０
南 高 麗 ４１ ４．８ �

��
��

３３ ６０
０ ０

名 栗 ５２ ６．１ ０ ０
無 回 答 ３ ０．４ １ ２

計 ８５６ １００ ３１１ ５３８ ７ １３ ３

表２―３ 狭山市の地区別回収数とその構成比，年齢別回収数および大型商業施設数

地 区 回収数 構成比
（％）

回収数うち
６５歳以上

回収数うち
６５歳未満

無
回
答

商店街・大
型店・食品
スーパー

ホームセン
ター・家電
量販店

入 間 川 ３１９ ２８．９ １２９ １８９ １ ８ ２
入 曽 ２７３ ２４．７ １２１ １５１ １ ３ ０
堀 兼 ９２ ８．３ ４３ ４９ ０ ０
奥富・新狭山 ８３ ７．５ ２９ ５４ ４ ２
柏 原 ９６ ８．７ ３６ ６０ １ ０
水 富 １４８ １３．４ ５８ ９０ ４ １
狭 山 台 ９３ ８．４ ４９ ４４ １ ０

計 １，１０４ １００ ４６５ ６３７ ２ ２１ ５
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６）調査項目
調査項目は買物回数，買物予算，利用交通手段，買物時間帯，品目別買物場

所，買物環境満足度，居住継続意向，その他各市個有の項目である。
以下の分析では商業施設数を考え，かつ人口集中地区であること，公共施設

の集中地区であることを目安に，中心市街地を設定した。中心市街地として取
り上げたのは，飯能市飯能地区，狭山市入間川地区，入間市豊岡地区と所沢市

表２―４ 所沢市の地区別回収数とその構成比，年齢別回収数および大型商業施設数

地 区 回収数 構成比
（％）

回収数うち
６５歳以上

回収数うち
６５歳未満

無
回
答

商店街・大
型店・食品
スーパー

ホームセン
ター・家電
量販店

吾 妻 ２０４ １１．１ ７７ １２７ １ ０
小 手 指 ２８２ １５．３ １３０ １４９ ３ ５ ２
新 所 沢 １６９ ９．２ ７１ ９８ ４ １
新 所 沢 東 ８５ ４．６ ３３ ５１ １ ５ ０
所 沢 １５６ ８．５ ５２ １０３ １ ８ ３
富 岡 １１３ ６．１ ５０ ６３ ２ １
並 木 １４８ ８．０ ７５ ７２ １ ３ ０
松 井 ２１３ １１．６ ９８ １１２ ３ ５ ２
三 ケ 島 ２０７ １１．２ ９５ １１２ ４ １
柳 瀬 １０２ ５．５ ３１ ７０ １ １ ０
山 口 １５９ ８．６ ７５ ８３ １ ２ ０
無 回 答 ５ ０．３ １ ０ ４

計 １，８４３ １００ ７８８ １，０４０ １５ ４０ １０

表２―５ 入間市の地区別回収数とその構成比，年齢別回収数および大型商業施設数

地 区 回収数 構成比
（％）

回収数うち
６５歳以上

回収数うち
６５歳未満

無
回
答

商店街・大
型店・食品
スーパー

ホームセン
ター・家電
量販店

豊 岡 ４７３ ３７．８ １５７ ３１６ １１ ０
東 金 子 １４７ １１．８ ４８ ９９ ２ ２
金 子 ７９ ６．３ ２３ ５６ １ ０
宮寺・二本木 ８０ ６．４ ２１ ５８ １ ３ ０
藤 沢 ２８１ ２２．５ ７９ ２０１ １ ７ ４
西 武 １８６ １４．９ ５７ １２９ ３ ０
無 回 答 ５ ０．４ １ ２ ２

計 １，２５１ １００ ３８６ ８６１ ４ ２７ ６
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新所沢地区である。買物環境が整っていない地区として，飯能市吾野と東吾野
地区，狭山市堀兼地区，所沢市山口地区，入間市宮寺・二本木地区を取り上げた。

２―２ 各市の人口の推移
飯能市，狭山市，入間市の平成２４年１月１日の人口を１００とした各年１月１日の

人口の推移，および所沢市は平成２５年１２月３１日を基準とした推移を図２―１～図２―
４に示す。所沢市のデータは各年１２月３１日現在であり，これは翌年１月１日現在
とした。

図２―１の飯能市の人口は，美杉台地区奥のエリアに企業誘致が行われ，併せ
て住宅地も開発されているため，急激な人口増加がみられる。一方で山間地域
の吾野，東吾野，原市場，名栗の各地区の減少は平成２４年基準の８５％までに落
ち込んでいる。図２―２の狭山市は緩やかな減少傾向にある。特に狭山台地区は

（出所：飯能市「町名（大字）別世帯人口」
より作成）
図２―１ 飯能市人口推移

（出所：狭山市「人口と世帯」より作成）
図２―２ 狭山市人口推移

（出所：所沢市「年次別人口統計」より作成）
図２―３ 所沢市人口推移

（出所：入間市「入間市の人口統計資料」よ
り作成）
図２―４ 入間市人口推移
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図３―１ 各市全体の１週間の買物回数（％）

開発から時間が経っているため，建物の老朽化，住民の高齢化が進んでおり減
少傾向にある。図２―３の所沢市ではほぼ横ばい傾向にあるが，新所沢東と所沢
の各地区でマンション建設が続き人口は増加している。ただし公団のマンショ
ン群を持つ並木地区は及び住民の高齢化が進み減少傾向にある。図２―４の入間
市は全体的には緩やかな減少傾向にあり，特に金子の減少が継続している。ま
た，宮寺・二本木地区は地区内で宅地開発が行われ，ここ数年人口増加がみら
れる。

３．市民の買物行動

市民の買物行動について，次の課題を立てて，調査の集計を行った。
【課題１】高齢になるにつれて，買物に行く回数は減るのか
【課題２】身体面での機能低下，能力低下に対して有効な交通手段，方法は何か
【課題３】買物満足度の要因は何か
【課題４】居住継続意向の要因は何か

３―１ 市全体の１週間の買物回数と交通手段の分析
⑴ 市全体の１週間の買物回数

各市全体の１週間の買物回数は，図３―１のとおりである。

買物回数が高頻度（「ほとんど毎日」＋「週に４～５回」）の割合が最も多いの
は所沢市で，４９．１％と約半数の人が多頻度の買物をしている。次いで狭山市
４５．２％，入間市４４．３％である。飯能市は３９．６％である一方で，週１回以下が
１１．７％と多くなっている。
⑵ 市全体の普段の買物で利用する交通手段

各市の普段の買物で利用する交通手段は，図３―２のとおりである。
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図３―２ 普段の買物で利用する交通手段（％）

図３―３ 地区別にみた１週間の買物回数（飯能市）（％）

普段の買物で利用する交通手段で徒歩，自転車，バイクの割合が多いのは所
沢市で，６０．６％と半数以上の人が移動距離の短いところに買物に行っている。
次いで入間市４５．０％，狭山市４４．６％である。飯能市は３０．２％で，その一方で自
動車が６６．０％で移動距離が長いことがわかる。

３―２ 各市地区別の買物回数
１）飯能市

飯能市の地区別の買物回数は，図３―３のとおりである。市街地の飯能，精明，
加治，美杉台の各地区と山間地の南高麗，吾野，東吾野，原市場，名栗の各地
区の間に大きな差がみられる。

２）狭山市
狭山市の地区別の買物回数は，図３―４のとおりである。多頻度の割合は，入

間川，入曽，奥富・新狭山，水富，狭山台の各地区で４５％を超す。堀兼，柏原
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図３―４ 地区別にみた１週間の買物回数（狭山市）（％）

図３―５ 地区別にみた１週間の買物回数（所沢市）（％）

地区は地区内に大規模店舗がなく，多頻度の割合が少ない。

３）所沢市
所沢市の地区別の買物回数は，図３―５のとおりである。所沢市は行政機能は

並木地区にあるが，人口集中，商業充実地区として，所沢，新所沢，新所沢東
の各地区があるが，多頻度が最も多いのは新所沢地区である。どの地区とも買
物環境は整っているが，多頻度の割合が最も少ないのは山口地区である。

４）入間市
入間市の地区別の買物回数は，図３―６のとおりである。多頻度の割合は豊岡，

東金子，藤沢，西武の各地区で４０％を超える。多頻度の割合が少ないのは金子
と宮寺・二本木地区である。
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図３―６ 地区別にみた１週間の買物回数（入間市）（％）

５）地区差の評価
分割表の検定を用いて，２つの分類基準が無関係（独立）であるかどうかを

検定した。検定のために，回収データからχ２値を計算し，χ２（α）の値と比較
し（αは有意水準），独立であるという仮説を検定した（表３―１参照）。

表３―１ 検定表

χ２値 自由度 境界値 Ｐ値

飯能市 １１９．５１３ ３２ ４６．１９ ０．０００＊

狭山市 ４２．４６８ ２４ ３６．４２ ０．０１１＊

所沢市 ６７．９１２ ４０ ４３．７７ ０．００４＊

入間市 ６２．７８４ ２０ ３１．４１ ０．０００＊

（＊危険率５％で，差がある）

表３―２ 飯能市地区別買物回数平均値
平 均

年齢全合計 ６５歳未満（Ａ） ６５歳以上（Ｂ） Ｂ－Ａ
市 全 体 ３．４０ ３．５７ ３．１７ －０．３９

飯能 ３．８０ ３．８２ ３．９０ ０．０８
精明 ３．４３ ３．６５ ３．０６ －０．５９
加治 ３．６０ ３．６１ ３．６３ ０．０３
美杉台 ４．１６ ４．２６ ３．８３ －０．４２
南高麗 ３．４０ ３．４１ ３．３９ －０．０２
吾野 ２．３１ ２．５４ １．９７ －０．５７
東吾野 ２．５０ ２．８５ ２．００ －０．８５
原市場 ２．７９ ３．２２ １．８７ －１．３５
名栗 ２．６４ ３．２４ １．１７ －２．０８
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以上の結果から，すべての市について地区別に差があることがわかった。そ
こで地区別に６５歳以上の人と６５歳未満の人の１週間の買物回数の平均値を比較
してみた。平均値は，「ほとんど毎日」を７回，「週に４～５回」を４．５回，「週に２
～３回」を２．５回，「週に１回」を１回として重みづけしたものである。表３―２～３―
６に示した。年齢別の最高値に網掛をした。また平均値が３回以下の時も網掛した。

飯能市は，６５歳未満では美杉台地区の回数が最も多く４．２６回であった。６５歳
以上では飯能地区の回数が最も多く３．９０回であった。山間地域の吾野，東吾野，
原市場，名栗の各地区の６５歳以上の平均回数は２．００回を下回る。吾野，東吾野

表３―３ 狭山市地区別買物回数平均値
平 均

年齢全合計 ６５歳未満（Ａ） ６５歳以上（Ｂ） Ｂ－Ａ
市 全 体 ３．７３ ３．８４ ３．５７ －０．２７

入間川 ３．７９ ３．９１ ３．６４ －０．２７
入曽 ３．８０ ３．９０ ３．６６ －０．２４
堀兼 ３．１２ ３．３０ ２．９２ －０．３８
奥富・新狭山 ４．１４ ４．１１ ４．１９ ０．０８
柏原 ３．１１ ３．２１ ２．９４ －０．２６
水富 ３．８５ ４．１２ ３．４４ －０．６８
狭山台 ３．９４ ３．９０ ３．９８ ０．０８

表３―４ 所沢市地区別買物回数平均値
平 均

年齢全合計 ６５歳未満（Ａ） ６５歳以上（Ｂ） Ｂ－Ａ
市 全 体 ３．８５ ３．９２ ３．８１ －０．１１

吾妻 ３．７２ ３．８６ ３．４７ －０．３９
小手指 ３．８６ ４．００ ３．７７ －０．２３
新所沢 ４．２７ ４．４２ ４．０６ －０．３６
新所沢東 ４．５８ ４．５４ ４．５８ ０．０４
所沢 ４．０６ ４．１９ ３．８９ －０．３０
富岡 ３．５５ ３．５６ ３．５４ －０．０２
並木 ３．８９ ３．７８ ４．０２ ０．２４
松井 ３．７６ ３．７９ ３．８４ ０．０５
三ヶ島 ３．８４ ３．８７ ３．８０ －０．０７
柳瀬 ３．６２ ３．７５ ３．４０ －０．３５
山口 ３．４７ ３．３４ ３．６３ ０．２８
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は６５歳未満の人も３回を超えない。
狭山市は，水富，奥富・新狭山地区の６５歳未満の人の平均値は４回を超える。

奥富・新狭山地区は，６５歳以上の人も４回を超える。この地区には楽しみを享
受できるイオンショッピングセンターがある。堀兼，柏原地区は６５歳以上で３
回を超えない。

所沢市は，所沢，新所沢東，新所沢，小手指の各地区の６５歳未満の人が４回
以上である。また６５歳以上でも新所沢周辺地区では４回を超えている。ここに
は「ぺぺ」がある。並木地区の６５歳以上の人が４回を超えている。平均値はす
べての地区で３回を超えており，活発である。

入間市の６５歳未満では藤沢地区が最も多く４回を超えている。６５歳以上では，
豊岡地区の６５歳以上の回数が市で最も大きい値であった。元気な高齢者と言え
金子と宮寺・二本木の各地は年齢に関係なく３回を下回っている。

以上より，各市とも商業集積の大きい地区での買物回数の大きさが際立って
いる。また，飯能市山間部の６５歳以上の低さが目立っている。

３―３ 各市地区別の詳細分析
前節でみたように買物行動は商業集積との関係が大きい。この節では中心市

街地の商業集積地区と，買物環境の整っていない地区を詳細に分析した。
⑴ 年齢別地区別買物回数

各市地区別に６５歳以上と６５歳未満の買物回数に差があるかを調べた。
１）中心市街地

各市中心市街地の１週間の買物回数を表３―６に示す。

表３―５ 入間市地区別買物回数平均値
平 均

年齢全合計 ６５歳未満（Ａ） ６５歳以上（Ｂ） Ｂ－Ａ
市 全 体 ３．７１ ３．６６ ３．８４ ０．１８

豊岡 ３．８２ ３．６４ ４．２０ ０．５６
東金子 ３．５７ ３．５６ ３．６０ ０．０４
金子 ２．８４ ２．８８ ２．７４ －０．１４
宮寺・二本木 ２．７８ ２．８０ ２．７４ －０．０６
藤沢 ３．９８ ４．０２ ３．８７ －０．１５
西武 ３．９１ ３．９８ ３．７６ －０．２１
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各市とも中心市街地では，多頻度の買物（「ほとんど毎日」＋「週に４～５回」）
が４０％台で多く，かつ「週に２～３回」が４０％台で同程度である。飯能地区，入
間川地区は行動パターンが同じで年齢による差はない。新所沢地区はさらに多
頻度が多くなるが年齢による差はない。豊岡地区のパターンもほぼ同じものの，
６５歳以上の人の活動が活発で，多頻度が５０％を超え，かつ週１回以下がほぼい
ないため６５歳未満と差が出ており，χ２検定で年齢的に差異が出た。
２）買物環境が整わない地区

各買物環境が整わない地区の１週間の買物回数を表３―７に示す。
「週に２～３回」がピークであるが多頻度の割合が減少し，吾野・東吾野地区

と宮寺・二本木地区では逆に「週に１回くらい」が多頻度より多い。すべての
地区で年齢差はない。
⑵ 地区別年齢別普段の買物で利用する交通手段
１）中心市街地

各市中心市街地の普段の買物で利用する交通手段を表３―８に示す。

表３―６ 各市中心市街地の１週間の買物回数（％）

ほとん
ど毎日

週に
４～５
回

週に
２～３
回

週に
１回

くらい

その他
（月に
数回）

計 判 定

飯能
地区

６５歳未満 ２０．４ ２６．１ ４５．８ ７．０ ０．７ １００（１４２） χ２値＝１．４６０
（有意確率０．８３４）
年齢による差はない

６５歳以上 ２３．３ ２５．６ ４１．９ ７．０ ２．３ １００（ ８６）
合 計 ２１．５ ２５．９ ４４．３ ７．０ １．３ １００（２２８）

入間川
地区

６５歳未満 ２５．４ ２０．６ ４５．０ ７．９ １．１ １００（１８９） χ２値＝２．８０４
（有意確率０．５９１）
年齢による差はない

６５歳以上 １９．４ ２４．０ ４４．２ １０．１ ２．３ １００（１２９）
合 計 ２３．０ ２２．０ ４４．７ ８．８ １．６ １００（３１８）

新所沢
地区

６５歳未満 ２９．６ ３４．７ ２８．６ ７．１ １００（ ９８） χ２値＝１．９６６
（有意確率０．５７９）
年齢による差はない

６５歳以上 ２２．５ ３２．４ ３８．０ ７．０ １００（ ７１）
合 計 ２６．６ ３３．７ ３２．５ ７．１ １００（１６９）

豊岡
地区

６５歳未満 １８．７ ２５．１ ４４．１ １０．５ １．６ １００（３１５） χ２値＝１４．３２９
（有意確率０．００６）
年齢による差がある

６５歳以上 ２８．７ ２２．９ ４５．２ ３．２ ０．０ １００（１５７）
合 計 ２２．０ ２４．４ ４４．５ ８．１ １．１ １００（４７２）
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表３―８ 普段の買物で利用する交通手段（％）

徒歩 自転車 バイク
自 動 車

（自分で
運転）

自 動 車
（家族や
知人）

電車 バス タク
シー その他 計 判 定

飯能
地区

６５歳未満 １８．３ ２１．１ ５９．２ １．４ ０．０ ０．０ ０．０ １００（１４２）
χ２値＝２８．５９８

（有意確率０．０００）
年齢による差がある

６５歳以上 ３４．９ ２５．６ ２７．９ ８．１ １．２ １．２ １．２ １００（ ８６）

合 計 ２４．６ ２２．８ ４７．４ ３．９ ０．４ ０．４ ０．４ １００（２２８）

入間川
地区

６５歳未満 １７．６ ２３．９ ０．５ ５０．５ ５．９ ０．５ ０．０ ０．０ １．１ １００（１８８）
χ２値＝３２．６０１

（有意確率０．０００）
年齢による差がある

６５歳以上 ２８．３ ３１．５ ３．１ ２３．６ １０．２ ０．０ ２．４ ０．８ ０．０ １００（１２７）

合 計 ２１．９ ２７．０ １．６ ３９．７ ７．６ ０．３ １．０ ０．３ ０．６ １００（３１５）

新所沢
地区

６５歳未満 ３４．７ ４２．９ １．０ １７．３ ３．１ １．０ １００（ ９８）
χ２値＝１０．５９４

（有意確率０．０６０）
年齢による差はない

６５歳以上 ５２．９ ２５．７ ０．０ １１．４ ８．６ １．４ １００（ ７０）

合 計 ４２．３ ３５．７ ０．６ １４．９ ５．４ １．２ １００（１６８）

豊岡
地区

６５歳未満 ２３．１ １３．９ １．９ ４９．４ １０．４ ０．９ ０．３ ０．０ １００（３１６）
χ２値＝２２．１８６

（有意確率０．００２）
年齢による差がある

６５歳以上 ３３．８ ２１．７ １．９ ２９．３ １２．１ ０．０ ０．６ ０．６ １００（１５７）

合 計 ２６．６ １６．５ １．９ ４２．７ １１．０ ０．６ ０．４ ０．２ １００（４７３）

中心市街地全体では，普段の買物で利用する交通手段に年齢による差がある
という判定が多い。新所沢地区以外は基本的には６５歳未満が「自動車」，６５歳
以上が「徒歩」である。飯能地区と豊岡地区がそのパターンである。入間川地
区は６５歳以上は「自転車」と「徒歩」となっている。新所沢地区では，交通手

表３―７ 買物環境が整っていない地区の１週間の買物回数（％）

ほとん
ど毎日

週に
４～５
回

週に
２～３
回

週に
１回

くらい

その他
（月に
数回）

計 判 定

吾野・
東吾野
地区

６５歳未満 ５．８ １９．２ ４８．１ ２３．１ ３．８ １００（ ５２） χ２値＝６．５４１
（有意確率０．１６２）
年齢による差はない

６５歳以上 ２．８ １３．９ ３３．３ ３３．３ １６．７ １００（ ３６）
合 計 ４．５ １７．０ ４２．０ ２７．３ ９．１ １００（ ８８）

堀兼
地区

６５歳未満 １０．２ ２４．５ ５５．１ １０．２ ０．０ １００（ ４９） χ２値＝３．３８８
（有意確率０．４９５）
年齢による差はない

６５歳以上 ７．０ ２３．３ ４８．８ １６．３ ４．７ １００（ ４３）
合 計 ８．７ ２３．９ ５２．２ １３．０ ２．２ １００（ ９２）

山口
地区

６５歳未満 １３．４ ２４．４ ５０．０ ９．８ ２．４ １００（ ８２） χ２値＝１．６２６
（有意確率０．８０４）
年齢による差はない

６５歳以上 ２０．０ ２０．０ ４９．３ ９．３ １．３ １００（ ７５）
合 計 １６．６ ２２．３ ４９．７ ９．６ １．９ １００（１５７）

宮寺・
二本木
地区

６５歳未満 １０．３ １３．８ ５１．７ ２０．７ ３．４ １００（ ５８） χ２値＝０．２０４
（有意確率０．９９５）
年齢による差はない

６５歳以上 ９．５ １４．３ ４７．６ ２３．８ ４．８ １００（ ２１）
合 計 １０．１ １３．９ ５０．６ ２１．５ ３．８ １００（ ７９）
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表３―９ 普段の買物で利用する交通手段（％）

徒歩 自転車 バイク
自 動 車

（自分で
運転）

自 動 車
（家族や
知人）

電車 バス タク
シー その他 計 判 定

吾野・
東吾野
地区

６５歳未満 ７．７ １．９ ７８．８ ５．８ ５．８ ０．０ １００（ ５２）
χ２値＝８．８６３

（有意確率０．１１５）
年齢による差はない

６５歳以上 ０．０ ０．０ ６９．４ １９．４ ８．３ ２．８ １００（ ３６）

合 計 ４．５ １．１ ７５．０ １１．４ ６．８ １．１ １００（ ８８）

堀兼
地区

６５歳未満 ４．１ １４．３ ４．１ ７１．４ ６．１ ０．０ １００（ ４９）
χ２値＝２３．０９８

（有意確率０．０００）
年齢による差がある

６５歳以上 １６．７ １６．７ ７．１ ２６．２ ２１．４ １１．９ １００（ ４２）

合 計 ９．９ １５．４ ５．５ ５０．５ １３．２ ５．５ １００（ ９１）

山口
地区

６５歳未満 １９．３ １５．７ ３．６ ５４．２ ３．６ ３．６ ０．０ ０．０ １００（ ８３）
χ２値＝２１．１１６

（有意確率０．００４）
年齢による差がある

６５歳以上 １６．２ ２４．３ ９．５ ２７．０ １３．５ ２．７ ５．４ １．４ １００（ ７４）

合 計 １７．８ １９．７ ６．４ ４１．４ ８．３ ３．２ ２．６ ０．６ １００（１５７）

宮寺・
二本木
地区

６５歳未満 ５．２ ３．４ ８１．０ １０．３ １００（ ５８）
χ２値＝１５．１９１

（有意確率０．００２）
年齢による差がある

６５歳以上 ９．５ ４．８ ３８．１ ４７．６ １００（ ２１）

合 計 ６．３ ３．８ ６９．６ ２０．３ １００（ ７９）

段に年齢差がない。６５歳未満は「自転車」が多く，６５歳以上は「徒歩」が圧倒
的に多いが，自動車利用が非常に少ない点が一致している。

以上より，６５歳以上で飯能地区，新所沢地区，豊岡地区で「徒歩」が一番多
く，入間川地区は「自転車」と自力が多くなっている。６５歳未満は飯能地区，
入間川地区，豊岡地区でほぼ５０％以上で自分で運転する「自動車」利用である。
２）買物環境が整わない地区

各買物環境が整わない地区の普段の買物で利用する交通手段を表３―９に示す。

買物環境が整わない地区では，吾野・東吾野地区以外は年齢によって差があ
る。６５歳未満の基本的な交通手段は自分で運転する「自動車」である。吾野・
東吾野地区，堀兼地区，宮寺・二本木地区では７０％を超えている。

吾野・東吾野地区は地区全体で年齢に関係なく「自動車」を使わざるを得な
いことがわかる。堀兼地区は年齢差がある。６５歳未満は自分で運転する「自動
車」利用が多く，６５歳以上は手段が分散している。山口地区は年齢差がある。
６５歳未満は自分で運転の「自動車」利用が多く，６５歳以上は手段が分散してい
る。宮寺・二本木地区は年齢差があり，６５歳未満は自分で運転する「自動車」
利用が多く，６５歳以上は家族や知人の車に同乗である。手段の選択肢が少なく，
使える交通手段が限られている。
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⑶ 地区別年齢別買物場所
各市内地区と市外に行く割合を調べた。

１）飯能地区居住者の買物場所を表３―１０に示す。６５歳以上の飯能地区内買物割合
は８７．９％で圧倒的に飯能地区内の買物場所に行っている。６５歳未満は地区内
割合は７５．６％である。

２）吾野・東吾野地区居住者の買物場所を表３―１１，１２に示す。東吾野地区にド
ラッグストアがあるため両地区は若干異なる。吾野地区は全体では①飯能地

表３―１０ 飯能地区居住者の年齢別買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
飯能 ①７５．６ ①８７．９ ①７９．９
精明 ②９．０ １．８ ②６．５
加治 ③４．０ ③２．５ ③３．５
美杉台 ３．２ ②３．９ ③３．５
南高麗 ０．０ ０．０ ０．０
吾野 ０．０ ０．０ ０．０
東吾野 ０．０ ０．０ ０．０
原市場 ０．０ １．８ ０．６
名栗 ０．０ ０．０ ０．０

飯能市内吸引率 ９１．８ ９７．９ ９３．９
飯能市外流出率 ８．２ ２．１ ６．１

入間市 １．３ ０．０ ０．９
日高市 ２．９ ０．７ ２．１
県内他市 ０．４ ０．０ ０．２
都心部 ０．０ ０．０ ０．０
青梅市 １．１ ０．４ ０．９
瑞穂町 ０．４ ０．４ ０．４
東京以外の県外 ０．２ ０．０ ０．１
通販 １．９ ０．７ １．５

表３―１１ 吾野地区居住者の年齢別買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
吾野 １．１ ０．０ ０．７
飯能 ①５１．１ ①６０．０ ①５４．３
精明 ６．８ ６．０ ６．５
加治 １．１ ６．０ ２．９
美杉台 ０．０ ０．０ ０．０
南高麗 ０．０ ０．０ ０．０
東吾野 ②１７．０ ６．０ ②１３．０
原市場 ０．０ ０．０ ０．０
名栗 ０．０ ０．０ ０．０

飯能市内吸引率 ７７．３ ７８．０ ７７．５
飯能市外流出率 ２２．７ ２２．０ ２２．５

入間市 ２．３ ０．０ １．４
日高市 ③９．１ ②１２．０ ③１０．１
秩父市 ８．０ ③１０．０ ８．７
県内他市 ３．４ ０．０ ２．２
その他県外 ０．０ ０．０ ０．０
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区，②東吾野地区，③日高市の順である。６５歳以上は①飯能地区，②日高市，
③秩父市であり，古くからのつながりが大きい秩父市がある。東吾野地区は
ほぼ年齢差なく①飯能地区，②東吾野地区，③日高市である。

３）入間川地区居住者の買物場所を表３―１３に示す。２位までの順位には年齢差が
なく，①入間川地区，②入曽地区である。次いで６５歳未満は③水富地区，６５
歳以上は③狭山台であった。

表３―１２ 東吾野地区居住者の年齢別買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
東吾野 ②１９．１ ②２６．７ ②２２．１
飯能 ①５１．１ ①４６．７ ①４９．４
精明 ４．３ １．７ ３．２
加治 ０．０ ５．０ １．９
美杉台 ０．０ ０．０ ０．０
南高麗 ０．０ ０．０ ０．０
吾野 ２．１ ０．０ １．３
原市場 ０．０ ０．０ ０．０
名栗 ０．０ ０．０ ０．０

飯能市内吸引率 ７６．６ ８０．０ ７７．９
飯能市外流出率 ２３．４ ２０．０ ２２．１

入間市 １．１ ０．０ ０．６
日高市 ②１９．１ ③２０．０ ③１９．５
秩父市 ２．１ ０．０ １．３
県内他市 ０．０ ０．０ ０．０
その他県外 １．１ ０．０ ０．６

表３―１３ 入間川地区居住者の買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
入間川 ①６１．０ ①６８．４ ①６３．６
入曽 ②１５．１ ②１５．７ ②１５．３
堀兼 ０．１ ０．０ ０．１
奥富 ２．３ ０．８ １．８
新狭山 ０．６ ０．８ ０．７
柏原 ０．０ ０．０ ０．０
水富 ③７．３ ５．１ ③６．６
狭山台 ２．２ ③５．７ ３．４

狭山市内吸引率 ８８．７ ９６．５ ９１．４
狭山市外流出率 １１．３ ３．５ ８．６

入間市 ７．０ １．４ ５．０
所沢市 １．０ ０．０ ０．７
飯能市 ０．３ ０．０ ０．２
川越市 ０．７ ０．８ ０．８
日高市 ０．９ ０．３ ０．７
県内他市 ０．４ ０．０ ０．３
都心部 ０．３ ０．０ ０．２
都下 ０．０ ０．３ ０．１
東京以外の県外 ０．０ ０．０ ０．０
通販 ０．６ ０．８ ０．７
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４）堀兼地区居住者の買物場所を表３―１４に示す。堀兼地区には，大型店舗がない。
３位までの順位には年齢差がなく，①入間川地区，②新狭山地区，③狭山台
地区であった。

５）新所沢地区居住者の買物場所を表３―１５に示す。新所沢地区には，大型店舗ぺ
ぺがあり，また近接地に小手指地区がある。３位までの順位には年齢差がな
く，①新所沢地区，②小手指地区，③新所沢東地区であった。

６）山口地区居住者の買物場所を表３―１６に示す。山口地区には，食品スーパーが
２店舗ある。また近接地に小手指地区がある。３位までの順位には年齢差がな

表３―１４ 堀兼地区居住者の買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
堀兼 ２．１ １．６ １．９
入間川 ①４０．１ ①３８．９ ①３９．６
入曽 １２．８ ８．７ １１．２
奥富 ２．７ ０．８ １．９
新狭山 ②１７．１ ②３１．０ ②２２．７
柏原 ０．０ ０．０ ０．０
水富 ０．０ ０．０ ０．０
狭山台 ③１７．１ ③６．３ ③１２．８

狭山市内吸引率 ９２．０ ８７．３ ９０．１
狭山市外流出率 ８．０ １２．７ ９．９

入間市 ０．０ ０．８ ０．３
所沢市 ２．１ ３．２ ２．６
川越市 ３．７ ３．２ ３．５
日高市 ０．０ ３．２ １．３
県内他市 １．６ ２．４ １．９
都心部 ０．０ ０．０ ０．０
都下 ０．０ ０．０ ０．０
通販 ０．５ ０．０ ０．３

表３―１５ 新所沢地区居住者の買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
新所沢 ①６４．４ ①７３．４ ①６７．９
吾妻 ０．０ ０．８ ０．３
小手指 ②２２．０ ②１３．９ ②１８．８
新所沢東 ③４．３ ③５．５ ③４．８
所沢 ２．７ ２．１ ２．５
富岡 ０．５ ０．８ ０．７
並木 ０．８ ０．８ ０．８
松井 ０．０ ０．０ ０．０
三ケ島 ０．０ ０．０ ０．０
柳瀬 ０．０ ０．０ ０．０
山口 ０．０ ０．０ ０．０

所沢市内吸引率 ９４．８ ９７．５ ９５．９
所沢市外流出率 ５．２ ２．５ ４．１

入間市 ０．８ ０．０ ０．５
川越市 ０．８ ０．０ ０．５
県内他市 ０．０ ０．４ ０．２
都心部 ０．３ ０．０ ０．２
都下 ０．５ ０．０ ０．３
通販 ２．７ ２．１ ２．５
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く，①山口地区，②小手指地区，③所沢地区であった。この地区の特徴とし
て３位の所沢地区があげられる。隣接地でしかも買物場所としての楽しみが
その理由となるだろう。６５歳以上は約９８％が市内だが，６５歳未満は都下への
流出が多い。

７）豊岡地区居住者の買物場所を表３―１７に示す。豊岡地区には，中心市街地とし
ての公共施設，商業施設が集中している。３位までの順位は年齢関係なく，
①豊岡地区，②藤沢地区，③東金子地区であった。

表３―１６ 山口地区居住者の買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
山口 ①３３．６ ①４８．３ ①４０．５
吾妻 ４．９ １．５ ３．３
小手指 ②２８．６ ②３０．３ ②２９．４
新所沢 １．３ １．１ １．２
新所沢東 ０．０ ０．０ ０．０
所沢 ③１３．５ ③１５．０ ③１４．２
富岡 ０．７ ０．０ ０．４
並木 １．６ ０．４ １．１
松井 ０．０ ０．０ ０．０
三ケ島 ２．３ １．１ １．８
柳瀬 ０．０ ０．０ ０．０

所沢市内吸引率 ８６．５ ９７．８ ９１．８
所沢市外流出率 １３．５ ２．２ ８．２

入間市 １．６ ０．０ ０．９
狭山市 ０．３ ０．０ ０．２
県内他市 ０．０ ０．４ ０．２
都心部 ０．０ ０．０ ０．０
都下 ７．２ １．１ ４．４
東京以外の県外 １．０ ０．４ ０．７
通販 ３．３ ０．４ １．９

表３―１７ 豊岡地区居住者の買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
豊岡 ①５８．５ ①６５．１ ①６０．６
東金子 ③２．１ ③０．９ ③１．８
金子 ０．０ ０．０ ０．０
宮寺・二本木 ０．７ ０．８ ０．７
藤沢 ②３１．４ ②２７．１ ②３０．１
西武 １．５ １．７ １．６

入間市内吸引率 ９４．２ ９５．５ ９４．６
入間市外流出率 ５．８ ４．５ ５．４

所沢市 １．０ ０．６ ０．９
狭山市 １．５ ０．９ １．３
飯能市 ０．８ ０．６ ０．８
県内他市 ０．４ ０．９ ０．６
都心部 ０．１ ０．０ ０．１
都下 ０．７ ０．９ ０．８
東京以外県外 ０．１ ０．０ ０．１
通販 １．１ ０．６ ０．９
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表３―１８ 宮寺・二本木地区居住者の買物場所
商業集積地 ６５歳未満 ６５歳以上 合計
宮寺 ３．５ １１．８ ５．１
豊岡 ③９．５ ②１７．７ ③１１．１
東金子 ８．９ ③１５．７ １０．３
金子 ０．０ ２．０ ０．４
藤沢 ①３９．２ ①３５．３ ①３８．３
西武 ４．０ ２．０ ３．５

入間市内吸引率 ６４．９ ８４．３ ６８．８
入間市外流出率 ３５．１ １５．７ ３１．２

所沢市 ４．５ ５．９ ４．７
飯能市 １．５ ２．０ １．６
県内他市 ４．５ ０．０ ３．６
都心部 ０．０ ０．０ ０．０
都下 ②２２．３ ７．８ ②１９．４
東京以外県外 ２．０ ０．０ １．６
通販 ０．５ ０．０ ０．４

８）宮寺・二本木地区居住者の買物場所を表３―１８に示す。
地区内の買物環境が整っていないので，年齢によって買物場所が異なる。３

位までの順位は６５歳以上では，①藤沢地区，②豊岡地区，③東金子地区であっ
た。６５歳未満では，①藤沢地区，②都下，③豊岡地区であった。藤沢地区は武
蔵藤沢駅周辺やイオンショッピングセンターがある。都下はショッピングセン
ターTHE MALLみずほ１６がある。入間市外流出率は３５．１％である。６５歳未満
の行動範囲の広さは，やはり自分で運転する「自動車」が可能にしている。

３―４ 買物満足度および居住意向
⑴ 地区別年齢別買物満足度

買物満足度に年齢が関係するかどうかを調べた。
１）中心市街地

中心市街地の買物満足度を表３―１９に示す。各市とも「まあ満足している」が
最も多くなった。独立性の検定では飯能地区，入間川地区，豊岡地区は年齢に
よる差はなかったが，新所沢地区のみ年齢による差が認められ，６５歳未満で

「満足している」が非常に多く，若い人に人気のある街であることがわかった。
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２）買物環境が整っていない地区
買物環境が整っていない地区の買物満足度を表３―２０に示す。表をみると，

表３―１９ 中心市街地の買物満足度（％）
満足し
ている

まあ満足
している

あまり満足
していない

満足して
いない 計 判 定

飯能
地区

６５歳未満 １２．５ ４７．８ ２５．０ １４．７ １００（１３６） χ２値＝０．５５５
（有意確率０．９０７）
年齢による差はない

６５歳以上 １０．８ ５１．８ ２５．３ １２．０ １００（ ８３）
合 計 １１．９ ４９．３ ２５．１ １３．７ １００（２１９）

入間川
地区

６５歳未満 ２８．０ ５２．２ １１．５ ８．２ １００（１８２） χ２値＝１．３０７
（有意確率０．７２７）
年齢による差はない

６５歳以上 ２７．７ ５６．３ １０．９ ５．０ １００（１１９）
合 計 ２７．９ ５３．８ １１．３ ７．０ １００（３０１）

新所沢
地区

６５歳未満 ４２．９ ５０．０ ５．１ ２．０ １００（１８２） χ２値＝１１．５８４
（有意確率０．００９）
年齢による差はある

６５歳以上 ２１．４ ５８．６ １２．９ ７．１ １００（１１９）
合 計 ３３．９ ５３．６ ８．３ ４．２ １００（３０１）

豊岡
地区

６５歳未満 １７．１ ６０．０ １８．１ ４．８ １００（３１５） χ２値＝０．６１８
（有意確率０．８９２）
年齢による差はない

６５歳以上 １８．６ ６１．５ １６．０ ３．８ １００（１５６）
合 計 １７．６ ６０．５ １７．４ ４．５ １００（４７１）

表３―２０ 買物環境が整っていない地区の買物満足度（％）
満足し
ている

まあ満足
している

あまり満足
していない

満足して
いない 計 判 定

吾野
地区

６５歳未満 ０．０ ３６．０ ２８．０ ３６．０ １００（ ２５） χ２値＝５．３５８
（有意確率０．１４７）
年齢による差はない

６５歳以上 １３．３ １３．３ ２６．７ ４６．７ １００（ １５）
合 計 ５．０ ２７．５ ２７．５ ４０．０ １００（ ４０）

東吾野
地区

６５歳未満 ３．７ ４０．７ ３３．３ ２２．２ １００（ ２７） χ２値＝２．２２２
（有意確率０．５２８）
年齢による差はない

６５歳以上 １１．１ ５０．０ １６．７ ２２．２ １００（ １８）
合 計 ６．７ ４４．４ ２６．７ ２２．２ １００（ ４５）

堀兼
地区

６５歳未満 １２．８ ４６．８ ２５．５ １４．９ １００（ ４７） χ２値＝１．４０３
（有意確率０．７０５）
年齢による差はない

６５歳以上 １１．９ ５０．０ １６．７ ２１．４ １００（ ４２）
合 計 １２．４ ４８．３ ２１．３ １８．０ １００（ ８９）

山口
地区

６５歳未満 １７．１ ４７．６ ２４．４ １１．０ １００（ ４７） χ２値＝３．９９６
（有意確率０．２６２）
年齢による差はない

６５歳以上 １６．４ ６１．６ １６．４ ５．５ １００（ ４２）
合 計 １６．８ ５４．２ ２０．６ ８．４ １００（ ８９）

宮寺・
二本木
地区

６５歳未満 ０．０ ３９．０ ２８．８ ３２．２ １００（ ５９） χ２値＝７．３５４
（有意確率０．０６１）
年齢による差はない

６５歳以上 １０．０ ３５．０ １５．０ ４０．０ １００（ ２０）
合 計 ２．５ ３８．０ ２５．３ ３４．２ １００（ ７９）
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「まあ満足している」多かったが，吾野地区では年齢を問わず，宮寺・二本木
地区では６５歳以上で「満足していない」が最多となっている。年齢差はないが
地区別に満足度は異なる。
３）満足度平均ランキング

次に各市各地区ごとに，「満足している」４点，「まあ満足している」３点，「あ
まり満足していない」２点，「満足していない」１点として平均値を計算した。

表３―２１に満足度ランキングを示した。上位１０位には所沢市５地区，狭山市３地
区，入間市２地区が入っており，多頻度割合も高く大型店の多い買物環境の
整っている地区である。年齢別では６５歳以上５地区，６５歳未満５地区である。満
足度下位１０位では，飯能市５地区，入間市３地区，狭山市２地区で，年齢に関係
なく買物回数の多頻度割合が低い地区があげられている。年齢別では６５歳以上
５地区，６５歳未満５地区で年齢としての特徴はない。つまり満足度は買物環境が
整っているかどうかで異なることがわかった。

表３―２１ 買物満足度ランキング

順位 市名 地区名 ６５歳未満以上
満足度
平均

順位 市名 地区名 ６５歳未満以上
満足度
平均

１ 所沢市 新所沢東 ６５歳未満 ３．３９ ５７ 飯能市 原市場 ６５歳以上 ２．２６

２ 狭山市 狭山台 ６５歳未満 ３．３９ ５８ 狭山市 柏原 ６５歳未満 ２．２６

３ 所沢市 新所沢 ６５歳未満 ３．３４ ５９ 入間市 金子 ６５歳以上 ２．２６

４ 所沢市 新所沢東 ６５歳以上 ３．１９ ６０ 飯能市 東吾野 ６５歳未満 ２．２６

５ 所沢市 所沢 ６５歳以上 ３．１２ ６１ 狭山市 柏原 ６５歳以上 ２．２１

６ 狭山市 狭山台 ６５歳以上 ３．１１ ６２ 入間市 宮寺・二本木 ６５歳以上 ２．１５

７ 狭山市 入間川 ６５歳以上 ３．０７ ６３ 飯能市 原市場 ６５歳未満 ２．０８

８ 入間市 藤沢 ６５歳未満 ３．０２ ６４ 入間市 宮寺・二本木 ６５歳未満 ２．０７

９ 所沢市 小手指 ６５歳未満 ３．０１ ６５ 飯能市 吾野 ６５歳未満 ２．００

１０ 入間市 藤沢 ６５歳以上 ３．０１ ６６ 飯能市 吾野 ６５歳以上 １．９３

駿河台経済論集 第２８巻第２号（２０１９）

２２



⑵ 地区別年齢別居住継続意向
１）中心市街地

中心市街地の居住継続意向を表３―２２にまとめた。入間市調査は，他市の調査
の「住み続けたい」に該当するものとして「ぜひ住み続けたい」＋「できれば
住み続けたい」を考えた。表を見ると，地区で年齢に関係なく「住み続けたい」
がほぼ８０％以上の割合であった。また，年齢別には６５歳以上の方が未満よりも
割合が高かった。飯能地区は他市に比べて「できれば市外に転居したい」が１０％
を超えている。しかも年齢による差はない。入間川地区，豊岡地区も年齢によ
る差はなかった。しかし新所沢地区は，６５歳未満で「できれば市外に転居した
い」が１２．２％で，若い人の市外への移動希望が明かであった。
２）買物環境が整っていない地区

買物環境が整っていない地区の居住継続意向を表３―２３に示す。
表をみると，すべての地区で年齢に関係なく「住み続けたい」が最も高かっ

た。しかしその値が中心市街地の値より低い値であった。差が最も大きかった

表３―２２ 中心市街地の居住継続意向（％）

住み続
けたい

市内の別の
場所に転居
したい

できれば
市外に転
居したい

市外に
転居し
たい

計 判 定

飯能
地区

６５歳未満 ７８．６ ４．３ １４．３ ２．９ １００（ １４０） χ２値＝１．５０２
（有意確率０．６８２）
年齢による差はない

６５歳以上 ８１．９ ６．０ １０．８ １．２ １００（ ８３）
合 計 ７９．８ ４．９ １３．０ ２．２ １００（ ２２３）

入間川
地区

６５歳未満 ８１．０ ３．８ ９．２ ６．０ １００（ １８４） χ２値＝３．４２９
（有意確率０．３３０）
年齢による差はない

６５歳以上 ８７．５ ４．２ ４．２ ４．２ １００（ １２０）
合 計 ８３．６ ３．９ ７．２ ５．３ １００（２，３０４）

新所沢
地区

６５歳未満 ８１．６ ２．０ １２．２ ４．１ １００（ １８４） χ２値＝１０．５３７
（有意確率０．０１５）
年齢による差はある

６５歳以上 ９１．２ ５．９ ０．０ ２．９ １００（ １２０）
合 計 ８５．５ ３．６ ７．２ ３．６ １００（２，３０４）

ぜひ住
み続け
たい

できれば住
み続けたい

できれば
市外に転
居したい

市外に
転居し
たい

計

豊岡
地区

６５歳未満 ４０．３ ４７．６ ８．９ ３．２ １００（ ３１３） χ２値＝５．８９７
（有意確率０．１１７）
年齢による差はない

６５歳以上 ３８．４ ５５．６ ５．３ ０．７ １００（ １５１）
合 計 ３９．７ ５０．２ ７．８ ２．４ １００（ ４６４）
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のは，飯能市の吾野地区で飯能地区と比べ合計で２６．１％低い割合であった。し
かし吾野地区は「市内の別の場所に転居したい」がとび抜けて高い割合を示し，
飯能市への愛着は高いことがわかる。また，いずれの地区も６５歳未満の「でき
れば市外に転居したい」が１０％を超えている。

次に各市各地区ごとに，「住み続けたい」の割合をもとに表３―２４のようにに
居住継続意向ランキングを示した。上位は入間市６地区，所沢市３地区，飯能市
１地区となった。年齢別ではすべて６５歳以上であった。満足度下位１０位では，
飯能市６地区，所沢市２地区，狭山市２地区であった。買物回数の多頻度割合が
低い地区であった。年齢別では６５歳以上３地区，６５歳未満７地区である。居住継
続意向は高齢者にとってその意向が強いことがわかる。

表３―２３ 買物環境の整っていない地区の居住継続意向（％）

住み続
けたい

市内の別の
場所に転居
したい

できれば
市外に転
居したい

市外に
転居し
たい

計 判 定

吾野
地区

６５歳未満 ５６．０ ２４．０ １６．０ ４．０ １００（ ２５） χ２値＝２．６６６
（有意確率０．４４６）
年齢による差はない

６５歳以上 ５０．０ ４３．８ ６．３ ０．０ １００（ １６）
合 計 ５３．７ ３１．７ １２．２ ２．４ １００（ ４１）

東吾野
地区

６５歳未満 ７７．８ ７．４ １１．１ ３．７ １００（ ２７） χ２値＝１．４０６
（有意確率０．７０４）
年齢による差はない

６５歳以上 ８９．５ ５．３ ５．３ ０．０ １００（ １９）
合 計 ８２．６ ６．５ ８．７ ２．２ １００（ ４６）

堀兼
地区

６５歳未満 ７６．７ ７．０ １１．６ ４．７ １００（ ４３） χ２値＝３．２１７
（有意確率０．３５９）
年齢による差はない

６５歳以上 ８８．１ ７．１ ２．４ ２．４ １００（ ４２）
合 計 ８２．４ ７．１ ７．１ ３．５ １００（ ８５）

山口
地区

６５歳未満 ７５．３ ９．９ １３．６ １．２ １００（ ４３） χ２値＝７．６７１
（有意確率０．０５３）
年齢による差はない

６５歳以上 ８７．８ ４．１ ４．１ ４．１ １００（ ４２）
合 計 ８１．３ ７．１ ９．０ ２．６ １００（ ８５）

ぜひ住
み続け
たい

できれば住
み続けたい

できれば
市外に転
居したい

市外に
転居し
たい

計

宮寺・
二本木
地区

６５歳未満 ３２．１ ５１．８ １０．７ ５．４ １００（ ５６） χ２値＝２．２０１
（有意確率０．５３２）
年齢による差はない

６５歳以上 ４７．４ ４２．１ １０．５ ０．０ １００（ １９）
合 計 ３６．０ ４９．３ １０．７ ４．０ １００（ ７５）
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⑶ 居住継続意向の要因分析
最後に居住継続意向にどのような要因が関係しているかを分析した。まず居

住継続意向に「住み続けたい」４点～「市外に転居したい」１点を付加した。こ
の値が目的変数の値である。また，これまでの検討の中で，居住継続意向には
次の３要因が関係していると考えられた。

・買物回数（多頻度の時１のダミー変数）
・年齢（６５歳以上の時１のダミー変数）
・買物に関する満足度（飲食料品に関わる）：「満足している」４点～「満足

していない」１点を付加した）
各市別の回答者についてこれら３変数を説明変数として変数減少法による回

帰分析を行った。その結果を表３―２５に示す。
表を見ると，すべての市で居住継続意向に買物満足度が有意に影響している

ことがわかる。すべての市で買物回数は選択されなかった。
さらに年齢については，狭山市，所沢市，入間市では６５歳以上であると，継

続意向がプラスに影響することがわかる。しかし飯能市では年齢によらず，買
物満足度のみが影響していることがわかる。

表３―２４ 居住継続意向ランキング

№ 市名 居 住 地 区 住み続け
たい（％） № 市名 居 住 地 区 住み続け

たい（％）

１ 入間市 東金子 ６５歳以上 ９７．７ ５７ 飯能市 加治 ６５歳未満 ６９．９

２ 入間市 西武 ６５歳以上 ９６．３ ５８ 所沢市 柳瀬 ６５歳未満 ６９．６

３ 入間市 豊岡 ６５歳以上 ９４．０ ５９ 所沢市 富岡 ６５歳未満 ６９．５

４ 所沢市 所沢 ６５歳以上 ９２．３ ６０ 狭山市 狭山台 ６５歳未満 ６７．４

５ 入間市 藤沢 ６５歳以上 ９２．０ ６１ 狭山市 入曽 ６５歳未満 ６７．１

６ 所沢市 並木 ６５歳以上 ９１．９ ６２ 飯能市 原市場 ６５歳未満 ６６．７

７ 所沢市 新所沢 ６５歳以上 ９１．２ ６３ 飯能市 原市場 ６５歳以上 ６５．０

８ 飯能市 名栗 ６５歳以上 ９０．９ ６４ 飯能市 美杉台 ６５歳以上 ５８．３

９ 入間市 東金子 ６５歳以上 ９７．７ ６５ 飯能市 吾野 ６５歳未満 ５６．０

１０ 入間市 西武 ６５歳以上 ９６．３ ６６ 飯能市 吾野 ６５歳以上 ５０．０
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４．考 察

４―１ 高齢者の買物行動
【課題１】高齢になるにつれて，買物に行く回数は減のか。
１）地区別年齢別買物回数平均値

６５歳以上の買物回数の平均値を見ると，最大値は新所沢東地区で４．５８回，次
いで豊岡地区，奥富・新狭山地区と商業施設の多い地区が続く。最小値は名栗
地区の１．１７回，次いで原市場地区，吾野地区で飯能市山間地域である。増減を
みると，３３地区中２３地区（７０％）で買物回数平均値が６５歳未満に比べ減少して
おり，各市全体も入間市以外は減少である。減少の傾向があると言える。減少
幅は名栗地区が最も大きく，－２．０８回であった。最大増加は豊岡地区で０．５６回
増加であった。
２）地区別年齢別買物回数

中心市街地，環境の整っていない地区を対象に，同じ地区で買物回数の分布
に年齢による差があるかどうかを検定した。８地区中，豊岡地区以外の地区は
年齢による差はなかった。地区内での買物回数分布に年齢差はないことがわか
る。違いのあった豊岡地区は６５歳以上の人の約３割が「ほとんど毎日」買物に
出かけ，６５歳未満と１０％の違いがある。一方で，６５歳未満の人の「週に１回」
＋「その他」が６５歳以上の人の値の４倍いることがあげられる。

減る要因について吾野地区で考えると，買物回数の平均値は全地区に中で最
も低い値である。６５歳以上の人の買物回数は「週に１回」＋「その他（月に数

表３―２５ 居住継続意向の回帰分析結果
飯 能 市 狭 山 市 所 沢 市 入 間 市

変 数 係数 Ｔ値（判定） 係数 Ｔ値（判定） 係数 Ｔ値（判定） 係数 Ｔ値（判定）

切片 ２．７８１ ２．９７７ ３．０９０ ２．５９４

年齢６５歳以上 ０．２８４ ５．３０（＊） ０．２０４ ５．６８（＊） ０．１０３ ２．４２（＊）

満足度 ０．３１８ ９．９４（＊） ０．１７５ ５．９９（＊） ０．１７１ ７．８５（＊） ０．２３０ ９．５０（＊）

決定係数 ０．１１０７ ０．０５６ ０．０５０ ０．０７６

補正R２ ０．１０９６ ０．０５４ ０．０４９ ０．０７４

サンプル数 ８１３ １０２５ １７８４ １２０４

（＊ 危険率５％で有意）

駿河台経済論集 第２８巻第２号（２０１９）

２６



回）」が約半数を占める。満足度ランキング，居住継続意向ランキングともに
最下位である。交通手段は６５歳未満にはあった自転車，バイクの計９．６％がゼ
ロになり，自分運転の自動車が約１０％減少，家族や知人の車が約１４％増加，電
車，その他が増加となり買物交通手段に不自由さがあると考えられる。課題２
につながるがこれが要因の１つと考えた。
【課題２】身体面での機能低下，能力低下に対して有効な交通手段，方法は何か

中心市街地，環境の整っていない地区を対象で，交通手段については，中心
市街地及びそうではない地区ともに交通手段に年齢による差がある。高齢者は
基本的に徒歩，自転車であるが，６５歳未満は自動車利用である。６５歳未満は自
分の行きたいところに自動車で行っているが，高齢者は自力で行ける範囲に限
られた買物である。

年齢による差がないのは，新所沢地区と吾野・東吾野地区である。この２地
区は新所沢地区は徒歩・自転車に年齢差なく集中している。吾野・東吾野地区
はともに自動車（自分で運転）に集中していて年齢差がなかったが，６５歳以上
の人は徒歩，自転車の買物がゼロに，６５歳以上の人の「自動車（家族や知人）」
が１３．７％も増加しており，有効な方法として，歩いて行ける移動販売などがな
い限り，不自由な生活から抜け出せない。
【課題３】買物満足度の要因は何か

中心市街地，環境の整っていない地区を対象としたが，地域差はあるが，地
域内では買物満足度は新所沢地区以外では年齢による差はない。新所沢地区で
は，６５歳未満の「満足している」が６５歳以上の２倍の割合であり，年齢差が出
た。また，人数の関係から吾野・東吾野地区とまとめたが，満足度は両地区は
異なり，吾野地区は「満足していない」が最大項目であり，東吾野地区は「ま
あ満足している」が最大である。商業施設までの距離（吾野地区の方が遠い）
が関係していると言える。
【課題４】居住継続意向の要因は何か

中心市街地，環境の整っていない地区では，ほぼすべての地区で年齢に関係
なく「住み続けたい」が８０％程度である。「住み続けたい」割合が低かったの
は吾野地区で年齢に関係なく５０％程度の値である。地区内で年齢差があるのは
新所沢地区で，６５歳以上の値が９１．２％で非常に高く６５歳未満と差が出た。

一方で，転居希望（「できれば市外に転居したい」＋「市外に転居したい」）
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を見ると，どの地区でも６５歳未満の人は１０％～２０％の大きさであり，一定数が
転居希望であることがわかる。

飯能市吾野地区は，飯能市の最奥に位置しているが，６５歳以上で「市内の別
の場所に転居したい」が４３．８％と多く，飯能市内でより買物環境の良い場所を
求めていることがわかる。飯能市への愛着はあるようである。

以上を踏まえて，４市別に回答者の回答データを用いて要因分析をした結果，
すべての市で，居住継続意向に買物満足度が有意にプラスに影響していること
が分かった。年齢については，狭山市，所沢市，入間市では６５歳以上であるこ
とがプラスに影響していた。飯能市では６５歳以上という年齢は要因とはならな
かった。

４―２ 居住継続意向を決める要因について
本稿では，買物回数，交通手段と買物環境の満足度について，中心市街地と

買物環境の整わない地区での状況を見てきた。アンケートでは本節では，居住
継続意向を決める要因として，
・買物回数，・年齢６５歳未満か以上か，・買物満足度

の３つの要因で居住継続意向を説明することを試みた。その結果，狭山市，
所沢市，入間市の３市では，居住継続意向は買物満足度と年齢による影響が大
きいことがわかった。飯能市では買物満足度のみ影響があることがわかった。

調査結果から，高齢者の買物手段は買物環境に関わりなく基本は徒歩であり，
加えて自転車である。自動車の利用は誰かの車に同乗させてもらうことになる。
高齢者の徒歩率と買物回数，買物満足度の関係をみると，徒歩率の低い地区ほ
ど，買物回数が少なく，買物満足度が低い。飯能市吾野地区は徒歩率が低く，
自分で運転する買物も少なく満足度が低い。入間市の宮寺・二本木地区も徒歩
率が低く，車に同乗させてもらうことが多い。買物回数が少なく満足度も低い。
高齢者は自力で人に頼らず，自分の都合で自由に買物に度々行ける環境に住み
続けたいと願っている。特に吾野地区の高齢者は「市内の別の場所に転居した
い」が４３．８％を占めており，飯能市に対する愛着を示しつつ，買物の楽しみを
求めている。買物環境への不満を転減するソフト面のサービスの支援があれば，
地区内への居住継続意向は高くなると考えられる。
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